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重点戦略 1
〇�

保
育
園
保
育
料
・
幼
稚
園
給

食
費
を
半
額
に

… 

保
育
園
の
保
育
料
と
幼
稚
園
の

給
食
費
を
現
行
の
半
額
程
度
に

軽
減

〇
若
者
の
定
住

… 

従
来
の「
新
婚
家
庭
家
賃
助
成
」

や「
民
間
賃
貸
住
宅
建
築
助
成
」

の
取
り
組
み
を
継
続
し
て
実
施
。

ま
た
、
子
育
て
世
帯
等
の
住
宅

取
得
を
促
す
た
め
に
「
住
宅
取

得
促
進
助
成
」
も
、
引
き
続
き

実
施

�

〇�
乳
幼
児
・
小
中
高
生
の
医

療
費
を
助
成

… 

中
学
生
ま
で
助
成
を
行
っ
て
き

た
医
療
費
を
、
高
校
生
相
当
ま

で
拡
充

〇�

不
妊
治
療
費
助
成
事
業

… 

不
妊
治
療
の
助
成
対
象
を
、
こ

れ
ま
で
の
女
性
限
定
か
ら
、夫
・

妻
そ
れ
ぞ
れ
に
拡
大

〇�

「
認
定
こ
ど
も
園
」
へ
の

移
行
を
推
進

… 

平
成
28
年
度
を
目
途
に
「
さ
と

み
保
育
園
」
と
「
里
美
幼
稚
園
」

の
幼
保
一
体
化
を
図
る
「
認
定

こ
ど
も
園
」
へ
の
移
行
を
推
進

〇�

企
業
誘
致
と
雇
用
の
場
の

確
保

… 

工
業
団
地
や
廃
校
跡
地
等
へ
の

企
業
誘
致
を
継
続
し
て
進
め
る

と
と
も
に
、
立
地
企
業
の
事
業

拡
大
等
を
支
援
。
ま
た
、
企
業

セ
ミ
ナ
ー
や
ジ
ェ
ト
ロ
茨
城
等

の
関
係
機
関
と
連
携
を
図
り
、

市
内
企
業
の
新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス

チ
ャ
ン
ス
を
創
出

〇�

市
街
地
の
活
性
化

… 

国
道
３
４
9
号
バ
イ
パ
ス
の
西

側
区
域
の
開
発
計
画
を
推
進
す

る
た
め
、
市
街
地
開
発
事
業
の

早
期
事
業
化
に
向
け
て
取
り
組

み
を
実
施

〇
地
域
お
こ
し
協
力
隊

 

… 

ア
ー
ト
の
視
点
な
ど
も
取
り
入

れ
な
が
ら
、
地
域
資
源
の
発
掘

や
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
再
生
、

地
域
の
情
報
発
信
、
さ
ら
に
、

農
業
な
ど
を
目
的
と
し
た
、
地

域
に
定
住
で
き
る
人
材
を
協
力

隊
と
し
て
誘
致

特集

「
子
育
て
上
手 

常
陸
太
田
」
を
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に
、
少
子
化
・
人
口
減
少
対
策
を
推
進
し
、
こ
れ
ま

で
以
上
に
子
育
て
世
代
の
経
済
的
負
担
の
軽
減
を
図
り
、
市
の
未
来
を
担
う
若
者
が
定
住
し
、
安
心
し
て

子
育
て
が
で
き
る
環
境
づ
く
り
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

ス
ト
ッ
プ
少
子
化
・
若
者
定
住

平成27年度��市の施政方針と当初予算の概要

次の10年へ　新たな一歩
合併から 10 年間の歩みを踏まえつつ、地域に誇りと愛着を持ち、市民のだれもが住んで
よかったと思えるまちづくりを進めるための施策の概要を、第５次総合計画後期基本計
画の 6 つの重点戦略に沿って、ご紹介します。

市 マ ス コ ッ ト
キ ャ ラ ク タ ー
じょうづるさん

宮の郷工業団地へ
の企業誘致を推進

国道 349 号バイパスの西
側地区の開発

次の10年へ　新たな一歩次の10年へ　新たな一歩特集特集
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【特集】次の 10 年へ　新たな一歩 

重点戦略 2

重点戦略 3

ふ
る
さ
と
の
未
来
を
託
す
人
づ
く
り
・
コ
ミ
ュ

ニ
テ
イ
づ
く
り

災
害
に
み
ん
な
で
備
え
る
安
全
・
安
心
な
ま
ち

づ
く
り

�

〇

�

自
主
防
災
会

… 

防
災
リ
ー
ダ
ー
育
成
の
た
め
の
研
修
と

「
い
ば
ら
き
防
災
大
学
」
へ
の
受
講
費
助

成
を
継
続
す
る
と
と
も
に
、
活
動
を
支
援

〇
土
砂
災
害
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
改
訂

… 

常
陸
太
田
地
区
の
土
砂
災
害
ハ
ザ
ー
ド

マ
ッ
プ
を
改
訂

〇
原
子
力
災
害
対
策

… 

県
の
広
域
避
難
計
画
の
策
定
を
受
け
た
中

で
、
地
域
防
災
計
画
の
見
直
し
を
推
進

�

〇�

常
陸
太
田
特
別
支
援
学
校
と
の
連
携

… 

今
月
開
校
し
た
常
陸
太
田
特
別
支
援
学
校

と
連
携
し
、
特
別
支
援
教
育
を
充
実

〇�

学
校
施
設
の
整
備

… 

今
月
開
校
し
た
金
砂
郷
中
の
新
校
舎
は
、

８
月
下
旬
に
完
成
予
定
。
ま
た
、
今
後
の

学
校
施
設
の
在
り
方
に
つ
い
て
検
討
す
る

た
め
、
学
校
施
設
整
備
検
討
協
議
会
を
新

た
に
設
置

〇�

新
た
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
組
織

… 

地
域
内
の
活
動
団
体
や
町
会
が
連
携
し
、

横
断
的
な
意
見
交
換
や
情
報
の
共
有
化
を

図
っ
て
活
動
す
る
「
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

（
自
治
活
動
組
織
）」
づ
く
り
を
継
続

〇�
エ
コ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
活
動
の
推
進

… 
魅
力
あ
る
自
然
や
歴
史
・
文
化
な
ど
の
多

種
多
様
な
地
域
資
源
を
掘
り
起
こ
し
、
郷

土
へ
の
誇
り
や
愛
着
心
の
育
成
を
考
え
な

が
ら
、
元
気
な
地
域
づ
く
り
を
推
進

〇�

ス
ポ
ー
ツ
の
振
興

… 

ラ
ジ
オ
体
操
の
普
及
推
進
や
体
力
と
体
組

成
の
測
定
を
同
時
に
実
施
。ま
た
、ス
ポ
ー

ツ
を
と
お
し
た
交
流
人
口
の
拡
大
を
図
り
、

平
成
31
年
に
開
催
さ
れ
る
国
民
体
育
大
会

の
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
会
場
地
と
し
て
、
実
施

体
制
の
準
備
を
推
進

次
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
が
、
地
域
へ
の
愛
着
や
誇
り
を
持
ち
、
健
や
か
に
、
心
豊

か
に
、
た
く
ま
し
く
育
っ
て
い
く
よ
う
、
学
校
・
家
庭
・
地
域
が
一
体
と
な
っ
て
成

長
を
支
え
て
い
く
取
り
組
み
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

震
災
を
教
訓
に
、
災
害
に
強
く
安
全
・
安
心
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
と
と
も
に
、

防
災
体
制
の
充
実
を
図
る
た
め
、
県
・
市
町
村
お
よ
び
関
係
機
関
と
の
相
互
連
携
の

強
化
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

〇
消
防
体
制
の
充
実

… 

平
成
26
年
か
ら
整
備
を
進
め
て
い
る
茨
城

消
防
救
急
無
線
共
同
指
令
セ
ン
タ
ー
が
、

来
年
４
月
に
本
格
運
用
。
11
月
か
ら
切
り

替
え
運
用
を
予
定
。
ま
た
、
南
消
防
署
の

高
規
格
救
急
自
動
車
を
更
新

〇
太
陽
光
発
電
設
備
等
設
置
補
助

… 

太
陽
光
発
電
設
備
や
高
効
率
給
湯
器
を
設

置
す
る
世
帯
へ
の
設
置
費
補
助
を
行
う
な

ど
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
普
及
を
促
進

〇�

資
源
ご
み
の
無
料
回
収
と
23
分
別

回
収
を
継
続

… 

ご
み
排
出
量
の
削
減
と
リ
サ
イ
ク
ル
率
の

向
上
を
図
る
と
と
も
に
、
集
積
所
へ
の
ご

み
搬
出
が
困
難
な
高
齢
者
世
帯
な
ど
を
、

地
域
で
協
力
・
支
援
す
る
仕
組
み
づ
く
り

を
推
進

今年は常陸太田地区の
ハザードマップを改訂

旧瑞竜小を活用し開校現在の校舎の南側に新校舎
を建設中

防災リーダー育成のための
研修

お宝探しで地域資源を掘り起こし



広報ひたちおおた　2015 年 4 月号 常陸太田市役所　72-31114

【特集】次の 10 年へ　新たな一歩 

重点戦略 4

重点戦略 5

地
域
産
業
の
振
興
と
に
ぎ
わ
い
創
出
に
よ
る

元
気
づ
く
り

地
域
で
支
え
合
う
　
い
き
い
き
健
康
・
福
祉
の

環
境
づ
く
り

〇�

複
合
型
交
流
拠
点
施
設
（
道
の
駅
）

の
整
備

… 

今
年
度
は
、
建
築
工
事
に
着
手
す
る
と
と

も
に
、
農
業
者
等
の
組
織
づ
く
り
や
魅
力

あ
る
品
揃
え
に
向
け
た
計
画
生
産
、
商
品

づ
く
り
の
支
援
を
強
化
。
ま
た
、
運
営
母

体
と
な
る
第
三
セ
ク
タ
ー
を
設
立

〇
農
業
生
産
基
盤
の
整
備

… 

町
屋
地
区
ほ
場
整
備
事
業
や
基
幹
水
利
施

設
ス
ト
ッ
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
事
業
お
よ
び

各
種
土
地
改
良
事
業
を
実
施
す
る
と
と
も

に
、
小
目
地
区
ほ
場
整
備
事
業
を
推
進

〇�

有
害
鳥
獣
・
病
害
虫
等
防
止
対
策

… 

農
作
物
被
害
を
軽
減
し
、
地
域
の
生
産
者
の

生
産
意
欲
を
維
持
す
る
た
め
、
各
町
会
や
市

有
害
鳥
獣
捕
獲
隊
と
連
携
し
、
駆
除
期
間
を

増
や
し
た
通
年
捕
獲
を
実
施

〇
健
康
増
進
計
画
を
策
定

… 

市
民
の
健
康
づ
く
り
の
指
針
で
あ
る
「
健

康
増
進
計
画
」
に
基
づ
き
、
市
民
一
人
ひ

と
り
が
健
康
寿
命
の
延
伸
を
目
指
し
、
乳

幼
児
か
ら
高
齢
者
ま
で
各
ラ
イ
フ
ス
テ
ー

ジ
に
応
じ
た
実
効
性
の
あ
る
健
康
づ
く
り

を
積
極
的
に
推
進

〇�

国
民
健
康
保
険
お
よ
び
後
期
高
齢

者
医
療
制
度

… 

特
定
健
康
診
査
等
の
受
診
率
向
上
を
図
る

と
と
も
に
、
人
間
ド
ッ
ク
・
脳
ド
ッ
ク
健

診
に
よ
る
疾
病
の
早
期
発
見
と
早
期
治
療

を
推
進
。
ま
た
、
健
診
デ
ー
タ
等
を
活
用

し
た
デ
ー
タ
ヘ
ル
ス
計
画
を
策
定
し
、
地

域
の
健
康
課
題
で
あ
る
生
活
習
慣
病
な
ど

の
発
症
予
防
・
重
症
化
予
防
の
た
め
の
保

健
指
導
を
よ
り
強
化

企
業
誘
致
等
に
よ
り
雇
用
環
境
の
充
実
を
図
る
と
と
も
に
、
地
域
資
源
を
生
か
し

た
農
商
工
・
観
光
等
基
幹
産
業
の
振
興
を
図
り
、
そ
れ
ら
を
支
え
る
担
い
手
づ
く

り
を
積
極
的
に
推
進
し
ま
す
。

保
健
推
進
員
や
シ
ル
バ
ー
リ
ハ
ビ
リ
体
操
指
導
士
、
食
生
活
改
善
推
進
委
員
な
ど
の

健
康
づ
く
り
活
動
へ
の
参
加
促
進
を
図
る
と
と
も
に
、
連
携
・
協
働
体
制
の
充
実
を

図
る
こ
と
に
よ
り
、
市
民
主
役
の
健
康
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。

〇
人
・
農
地
プ
ラ
ン
推
進

… 

「
人
・
農
地
プ
ラ
ン
」
に
よ
る
担
い
手
等

へ
の
機
械
・
施
設
等
を
支
援
し
、
新
規
就

農
か
ら
定
着
ま
で
の
育
成
と
確
保
に
努
力

〇
林
業
の
振
興

… 

森
林
環
境
保
全
お
よ
び
地
域
産
材
の
幅
広

い
利
活
用
に
向
け
、
森
林
湖
沼
環
境
税
を

活
用
し
た
間
伐
の
実
施
・
拡
大
を
図
る
と

と
も
に
、
宮
の
郷
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
発
電

所
の
燃
料
と
し
て
木
質
チ
ッ
プ
の
供
給
体

制
を
構
築

〇
交
流
人
口
拡
大
の
推
進

… 

受
け
入
れ
農
家
の
拡
充
や
本
物
志
向
に
対

応
し
た
農
林
業
体
験
メ
ニ
ュ
ー
の
提
供
を

図
り
、
小
中
学
校
の
農
家
民
泊
等
を
活
用

し
た
体
験
型
教
育
旅
行
を
誘
致

〇
高
齢
者
福
祉
と
介
護
保
険

… 

第
６
期
高
齢
者
福
祉
計
画
に
基
づ
き
、
利

用
者
本
位
の
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
努
め
る

と
と
も
に
、
医
療
・
介
護
・
介
護
予
防
・

生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス
が
一
体
的
に
提
供
さ

れ
る
仕
組
み
づ
く
り
を
推
進

〇
生
活
困
窮
者
自
立
支
援

… 

４
月
か
ら
施
行
さ
れ
た
生
活
困
窮
者
自
立

支
援
法
に
基
づ
き
、
生
活
保
護
に
至
る
前

の
生
活
困
窮
者
に
対
し
、
就
労
そ
の
他
の

自
立
に
関
す
る
相
談
支
援
な
ど
包
括
的
な

支
援
を
実
施

〇
障
害
福
祉

… 

障
が
い
者
の
皆
様
が
安
心
し
て
地
域
生
活

を
送
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
「
第
４
期
障

害
福
祉
計
画
」に
基
づ
き
、障
害
福
祉
サ
ー

ビ
ス
・
相
談
支
援
お
よ
び
地
域
生
活
支
援

事
業
な
ど
の
各
種
サ
ー
ビ
ス
を
よ
り
効
果

的
に
推
進

町屋地区ほ場整備事業

民泊体験
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【特集】次の 10 年へ　新たな一歩 

◆プレミアム商品券発行事業
○プレミアム付商品券の発行
　（1 冊 10,000 円で 35,000 冊発行し、
　プレミアム率 20％）　
　※ 県が子育て家庭応援・シニア応援「プ

レミアム商品券」購入補助事業実施
　

◆プレミアム旅行券発行事業
○プレミアム付旅行券の発行
　（1 枚 5,000 円で 15,000 枚発行し、　
　割引率 50％）　　

◆少子化・人口減少への対応
○子どもの夜間診療業務委託事業
○  24 時間健康相談（電話・メール対応）の実施
○ 医療機関と助産師、市が連携して行う助産師派

遣事業
○ 母親への情報配信システム「すくすくメール」の開始

地域消費喚起・生活支援型 地方創生先行型

◆雇用の場の創出
○ 市内土地利用の調査、市民勉強会等の実施
○ Ｕ・I・J ターン等により、常陸太田市で起業・創

業を行う個人等に支援
○ 中小企業者への新製品・新技術開発、業務提携先

の開拓、技能訓練等に対しての支援　　　　
○合同就職面接会の開催

◆定住の促進、移住対策
○ 市内の土地を有効活用しての民間賃貸住宅整備の

ための検討業務
○ 民間賃貸住宅の新築・改築等を行う事業者に対し

ての支援
○ 空き家物件の登録・情報発信のためのＨＰ作成、

物件情報の調査・利用者登録等　
○ 空き家改修等に対しての支援
○ 住宅建築促進のための太陽光発電設備設置費の支援

◆産業の振興
○ 特産品等販売専用ＷＥＢサイトの開設、販売Ｐ

Ｒのための動画等の撮影業務　　　　　　　　
○農業者等の海外等販路拡大に対しての支援
○ 市観光物産協会ＨＰのスマートフォン対応整備

および多言語表示整備
○ 観光市施設への無料公衆無線（Wi-Fi）の設置（13

施設）　
○ 市内でレンタカーを借りる観光客に対しての支援

　

◆市総合戦略の策定
○  市人口ビジョン、市まち・ひと・しごと創生総合

戦略の策定

国の補正予算に伴う経済対策および地方創生の取り組み
　国は、 年末に「地方への好循環拡大に向けた緊急経済対策」を決定。約 3.5 兆円の平成 26 年度 一般会計補正予
算を可決しました。このうち総額 4,200 億円は、地域住民生活等緊急支援のための交付金となり、当市において
も約 1 億 9 千万円の歳入を見込み、下記の事業を行います。

消費喚起策や直接効果がある生活
支援策に対し事業を行います。

地方版総合戦略の策定や優良施策事業の
実施に対し事業を行います。

※ 商品券発行に関しては、後日お
知らせ版に掲載します。　

〇ふるさと納税
… 市の特産認証品などを謝礼品として贈呈することにより、ふるさと納税を推進し、市内産業の活性化

と交流人口を拡大　

重点戦略 6

市
民
生
活
を
支
え
る
公
共
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

づ
く
り

〇
国
道
・
県
道
の
整
備

… 

国
・
県
な
ど
の
関
係
機
関
と
連
携
を
図

り
、
国
道
３
４
９
号
バ
イ
パ
ス
の
幸
久
大

橋
を
含
む
４
車
線
化
整
備
、
国
道
２
９
３

号
東
バ
イ
パ
ス
の
一
部
供
用
開
始
、
国
道

４
６
１
号
お
よ
び
県
道
を
整
備

〇
交
通
対
策

… 

市
民
バ
ス
11
コ
ー
ス
の
運
行
（
損
失
補

償
）、予
約
型
乗
合
タ
ク
シ
ー
の
運
行
（
損

失
補
償
）、
地
域
に
必
要
な
民
間
事
業
者

の
運
行
す
る
バ
ス
路
線
に
対
す
る
赤
字
相

当
分
の
補
助
、
高
校
生
の
路
線
バ
ス
定
期

券
購
入
費
用
の
一
定
額
を
超
え
る
部
分
の

助
成
等

交
通
手
段
を
持
た
な
い
高
齢
者
や
、
子
ど
も
た
ち
の
日
常
生
活
の
利
便
性
を
確
保

す
る
た
め
、
路
線
バ
ス
や
市
民
バ
ス
・
乗
合
タ
ク
シ
ー
な
ど
、
地
域
公
共
交
通
網

形
成
計
画
の
策
定
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

〇
橋
り
ょ
う
長
寿
命
化

… 

橋
り
ょ
う
の
長
寿
命
化
を
図
る
た
め
の
修

繕
工
事
お
よ
び
橋
り
ょ
う
の
定
期
点
検
を

実
施

〇
市
道
の
整
備

… 
常
陸
太
田
南
部
幹
線
道
路
を
は
じ
め
幹
線

道
路
の
早
期
完
成
を
目
指
し
、
計
画
的
に

整
備
促
進
を
図
る
と
と
も
に
、
市
民
生
活

に
欠
か
せ
な
い
生
活
道
路
の
整
備
を
推
進

〇
県
営
農
林
道
の
整
備

… 

県
北
東
部
地
区
広
域
農
道
整
備
、
小
目
地

区
ふ
る
さ
と
農
道
整
備
、
奥
久
慈
グ
リ
ー

ン
ラ
イ
ン
林
道
整
備 

県北東部地区広域農
道整備

国道 349 号バイパスの 4 車線
化整備

 常陸太田南部幹線道路整備
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歳出 
236億5,700万円

2.0

衛生費

4億7,458万円

10.9

民生費

25億7,761万円

0.1

商工費

1,719万円

14.7

教育費
34億7,039万円

4.2

農林水産業費
9億9,679万円

15.0

総務費
35億5,480万円

28.7
67億8,728万円

消防費

7.2

土木費

16億9,141万円

11.6

公債費
27億4,706万円

0.1

その他
3,000万円

1.0

議会費
2億4,396万円

4.5

災害復旧費

10億6,593万円

じょうづるさん !　
平成 27 年度の常陸太田市の予算はどのくらいなんですか？

平成 27 年度予算の特徴を教えてください。

具体的には、どのようなことに
予算が使われるのですか？

平成27年度の一般会計は、236 億5,700万円となりました。前年度と比較すると、
6 億 1,700 万円の増額です。

一般会計予算の特徴ですが、子育てや地域振興などに重点をおいた予算とし
ました。

平成27年度��常陸太田市の予算
予算とは、１年間の収入と支出の計画です。市政がどのように行われているか、市民の皆さんに納

めていただいた税金がどのように使われ、効果が還元されていくのかを表したものといえます。
今年度の常陸太田市の予算がどのようになっているのか、その概要をご紹介します。

一般会計の歳出（目的別）

主なものをあげると、まず少子

化・人口減少対策として、子育

て世代の負担軽減を図るため、今まで実施して

きた「住宅取得費助成」「新婚家庭家賃助成」「乳

児おむつ購入助成」などに加え、中学 3年生

までの医療費助成を高校生相当まで拡充したり、

男性の不妊治療費助成を行うこととしました。

また、保育園の保育料と幼稚園の給食費を現行

の半額程度にすることとしました。

次に、地域産業の振興とにぎわい創出による元

気づくりとして「複合型交流拠点施設（道の駅）」

の平成 28年 7月オープンを目指し、本格的に
整備工事を始めます。また、ふるさとの未来を

託す人づくりとして、引き続き「金砂郷統合中

学校」の整備を進めたり、幼稚園の遊戯室にエ

アコンを整備していく予定です。

子育て、地域振興に重点

一般会計予算 236 億 5,700 万円 ( 前年度比 2.7% 増 )
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【特集】次の 10 年へ　新たな一歩

39.1

地方交付税
92億5,900 

16.4

国県支出金
38億7,673万円

6.0

その他
14億100万円

9.4

市債
22億2,790万円

22.1

市税 
52億2,777万円

4.5
10億5,864万円

使用料および 
手数料など 

1.2

繰入金
2億9,622万円

0.2

財産収入
5,974万円

1.1

繰越金
2億5,000万円

歳入
236億5,700万円16

7億
6,

46

3万
円

68億9,237
万
円

自主財源
［
29.1％

］

依
存
財
源
［

70
.9％
］

平成 27年度当初予算
会計区分 平成 27年度予算額

一 般 会 計 236 億 5,700 万円

特
別
会
計

国民健康保険 67 億 9,610 万 1 千円
後期高齢者医療 6 億 3,802 万 1 千円
介護保険 54 億 527 万円
下水道事業 13 億 1,317 万 5 千円
農業集落排水事業 3 億 6,864 万 4 千円
戸別合併処理浄化槽
設置整備事業 1 億 4,125 万円

簡易水道事業 2 億 8,019 万円
小　計 149 億 4,265 万 1 千円

公
営
企
業
会
計

水道事業
会計

収益的支出 12 億 9,624 万円
資本的支出 5 億 3,320 万 1 千円

工業用水道
事業会計

収益的支出 9,455 万 5 千円
資本的支出 4,795 万円

小　計 19 億 7,194 万 6 千円
合　　計 405億7,159万7千円

 平成 26 年度予算

391億 5,423万 4千円

 一般会計

 特別会計

 企業会計  企業会計

 一般会計

 特別会計

 平成 27 年度予算

405億 7,159万 7千円

400 億 

200 億 

230 億 4,000 万円

141億 559万 2千円

20億 864万 2千円

236 億 5,700 万円

149億 4,265 万 1千円

19億 7,194万 6千円

なるほど。少子化・人口減
少対策をはじめ、地域産業
の振興や学校整備など色々
なことに使われるんですね。
でも、お金はまかなえたの
ですか？

一般会計の歳入

それでは考えてお金を使わない
といけないですね。

市民の皆さんから納めていただ
く税金をはじめ、国・県からの
補助金や有利な地方債（借金）
を活用するとともに、これまで
節約して積立ててきた財政調整
基金（預金）の一部を活用して
まかないました。

そのとおり。地方債（借金）を抑制し、事務
事業の見直しを進めて節約できるものは節約
しながらも、必要なものに、お金を有効に使
うことが大切です。

これからもお金の心配
はないのですか？

いいえ、そうとも言えません。入ってくるお金の多くは国や
県からいただくお金ですし、地方交付税についても、さらに
減少していく見込みですから、厳しい状況です。
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（仮称）道の駅「常陸太田」の“愛称”を募集します
　平成 28 年 7 月のオープンに向け整備を進めている、（仮称）道の駅「常陸太田」の “愛称” を募集します。地域
の皆様や利用される方々に親しまれ、愛される “愛称” をお待ちしています。

●応募要領�

応募条件 自作・未発表のもの

応募資格 どなたでも応募できます。

応募期間 4 月 13 日月～ 5 月 29 日金必着

応募方法

○インターネットを利用する場合
　市ホームページ上の応募フォームにアクセスし、必要事項を入力してください。
○応募用紙による応募の場合
　市役所本庁および各支所ロビーに備え付けてある応募用紙に必要事項を記入の上、同場所に設置する応募箱
　に投函もしくは、応募先まで郵送またはファクシミリで応募してください。

結果発表
平成 27 年 8 月を予定
○採用作品は、市ホームページや広報等で公表します。
○採用された方には、直接連絡します。

賞 ○最優秀賞 1 名／副賞として地域特産品等（4 万円相当）
　※同名の応募が複数名いた場合は、抽選で 1 名の方とさせていただきます。

そ の 他
○採用作品の著作権等の一切の権利は、市に帰属します。
○応募に係る費用の負担は応募者の負担とし、応募用紙等の返却はしません。
○応募者の個人情報については厳正に管理し、他の目的には使用しません。

応募先／

問い合わせ先

〒 313-8611　茨城県常陸太田市金井町 3690 番地
 農政部販売流通対策課 拠点施設整備係（内線 661）　FAX：0294-72-0288
※応募・施設の詳細については、市ホームページをご覧になるか、電話でお問い合わせください。

道の駅「（仮称）常陸太田」が、このたび、国土交通省の「重点道の駅」
に選定されました。
国土交通省が新たに創設した「重点道の駅」制度は、優れた「道の駅」
を関係機関と連携して重点的に応援する取り組みを実施するものです。
地域活性化の拠点となる優れた企画があり、今後の重点支援で効果的な
取り組みが期待できるものとして、全国 35 箇所が選定されました。

（仮称）道の駅「常陸太田」が国交省の「重点道の駅」に選定されました

イメージ図



広報ひたちおおた　2015 年 4 月号 常陸太田市役所　72-31119

✿おめでとうございます

✿✿
88 歳の方を対象とした「高齢者叙勲」に

おいて、本市から茅根信さんが受章され

ました。

叙勲
茅根信 氏（芦間町）

元金砂郷村立金砂小校長 。永年に
わたり教育の発展に尽力された。

瑞宝双光章

✿平
成
26
年
度
だ
い
す
き
わ
が
ま
ち
自
慢
作

文
コ
ン
ク
ー
ル
に
お
い
て
、
佐
藤
心
暖
さ
ん

（
世
矢
小
4
年
〈
受
賞
時
〉）
の
作
文
が
茨
城

新
聞
社
長
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

「何百年と続いてきた真弓駒を
大切に守っていきたいと思い、
作文にしました。受賞できて
うれしいです」

佐藤  心暖さん

「世矢に伝わる真弓駒」
茨城新聞社長賞

✿だ
い
す
き
わ
が
ま
ち
自
慢

作
文
コ
ン
ク
ー
ル
で
知
事
賞

平
成
26
年
度
だ
い
す
き
わ
が
ま
ち
自
慢
作

文
コ
ン
ク
ー
ル
に
お
い
て
、
木
村
楽
々
さ
ん

（
金
砂
郷
小
2
年
〈
受
賞
時
〉）
の
作
文
が
県
知

事
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

「白いそばの花にかこまれながら
楽しく学校に登校しているよう
すを作文にしました。来年もそば
の花に会えるのが楽しみです」

木村 楽々さん  

「白いそばの花とおともだち」
県知事賞

平
成
27
年
国
勢
調
査
「
標
語
」
に
お
い
て
、

和
田
杏
菜
さ
ん
（
誉
田
小
6
年
〈
受
賞
時
〉）

の
標
語
が
入
選
し
ま
し
た
。

「６年生最後にこのような賞を
とれてうれしいです」

和田  杏菜さん

標語「国づくり 国勢調査で 基礎づくり」
入選

２
０
１
４
地
球
に
や
さ
し
い
作
文
・
活
動

報
告
コ
ン
テ
ス
ト
に
お
い
て
、
大
和
田
未
来

さ
ん
（
誉
田
小
6
年
〈
受
賞
時
〉）
の
作
文

が
奨
励
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

「一人ひとりが環境や水の大
切さなどを知ってもらいたい
と思い 作文にしました」

大和田  未来さん  

「水を大切に」
奨励賞

2
月
17
日
、
県
庁
で
第
7
回
県
美
し
い
美
土
里

づ
く
り
優
良
活
動
の
表
彰
式
が
行
わ
れ
、
里
美
地

区
笠
石
集
落
が
県
知

事
賞
を
受
賞
し
ま
し

た
。
県
で
は
農
村
資

源
や
景
観
、
生
態
系

な
ど
の
保
全
向
上
に

努
め
て
い
る
優
良
な

団
体
を
表
彰
し
て
い

ま
す
。

だ
い
す
き
わ
が
ま
ち
自
慢

作
文
コ
ン
ク
ー
ル
で
入
賞

✿地球
に
や
さ
し
い
作
文
コ

ン
テ
ス
ト
で
奨
励
賞

✿国勢
調
査「
標
語
」で
入
選

2
月
19
日
、
水
戸
京
成
ホ
テ
ル
で
第
58
回
県
稲
作

共
進
会
、
第
25
回
県
そ
ば
共
進
会
の
表
彰
が
行
わ
れ

稲
作
の
部
門
で
岩
間
孝
司
さ
ん
（
箕
町
）
が
最
優
秀

賞
な
ら
び
に
農
林
水

産
大
臣
賞
を
受
賞

（
10
ペ
ー
ジ
参
照
）。

そ
ば
の
部
で
は
、
名

田
部
治
さ
ん
（
赤
土

町
）
が
優
良
賞
、
海

老
根
克
己
さ
ん
（
赤

土
町
）
が
奨
励
賞
を

受
賞
し
ま
し
た
。

✿県稲
作
・
そ
ば
共
進
会
で
表
彰

　　㊧名田部治さん、㊨海老根克己さん

✿県の
美
し
い
水
土
里
づ
く
り

で
県
知
事
賞

　里美地区笠石集落の会沢孝一さん㊨
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T ＯＰＩＣＳCity events Hitachiota

市
産
米
の
全
国
的
コ
ン
ク
ー
ル
等
入
賞
報
告
会

２
月
24
日
、
市
産
米
の
全
国
的
コ
ン
ク
ー
ル
等
入
賞
報
告
会
が
県
常
陸

太
田
合
同
庁
舎
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
受
賞
者
の
皆
さ
ん
が
受
賞
の
喜
び
に

つ
い
て
語
っ
た
ほ
か
、
米
作
り
の
コ
ツ
な
ど
に
つ
い
て
質
問
に
答
え
て
い

ま
し
た
。

定
住
促
進
に
係
る
不

動
産
物
件
の
情
報
提

供
に
関
す
る
協
定

2
月
13
日
、
市
と
公
益
社
団

法
人
県
宅
地
建
物
取
引
業
協
会
は
、

「
市
の
定
住
促
進
に
係
る
不
動
産
物

件
の
情
報
提
供
に
関
す
る
協
定
」

を
締
結
し
ま
し
た
。
こ
の
協
定
は
、

同
協
会
の
会
員
が
取
り
扱
っ
て
い

る
市
内
の
不
動
産
物
件
情
報
を
有

効
活
用
で
き
る
よ
う
結
ん
だ
も
の

で
す
。
市
で
は
、
こ
の
協
定
に
基

づ
き
、
同
協
会
と
連
携
し
て
定
住

促
進
に
向
け
た
取
り
組
み
を
強
化

し
て
い
き
ま
す
。

市と県宅地建物取引業協会が協定

春
季
全
国
火
災
予
防

運
動

３
月
１
日
か
ら
７
日
ま
で
の
春

季
全
国
火
災
予
防
運
動
に
伴
い
、

西
河
内
・
上
内
田
婦
人
防
火
ク
ラ

ブ
員
が
各
地
域
住
民
に
対
し
夜
間

火
災
予
防
広
報
を
実
施
し
ま
し
た
。

こ
の
運
動
は
、
火
災
が
発
生
し

や
す
い
時
季
を
迎
え
る
に
当
た
り
、

火
災
予
防
思
想
の
一
層
の
普
及
を

図
り
、
地
元
の
町
内
か
ら
火
災
の

発
生
を
防
止
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
い
ま
す
。

クラブ員が、拍子木の音に合わせて
火災予防を呼びかけた

市ホームページから市内の
不動産情報の検索ができま
す

かわねやフェスタ店ではじょうづ
るさんが一日消防署長として任命

「お米日本一コンテスト
で、『金賞』を受賞した
ことは、大きな喜びです。
今までやってきたことに
自信が持てました。今後
は、さらなる高品質・安
全・安心の『おいしい米』
作りに努力したいと思い
ます」

「第11回お米日本一コン
テストinしずおか」

沢畠均さん（堅磐町）

「第4回大阪府民のいっちゃ
んうまい米コンテスト」

前沢孝一さん（下河合町）

「コンテスト初参加での
入賞は、大変うれしいで
す。今年はもっと上の賞
をいただけるように、そ
して常陸太田市産のお米
は『おいしい』と全国の
人に知ってもらえるよう
に努力します」

「第58回県稲作共進会」

岩間孝司さん（箕町）

「このたび、身に余る賞
を授かり誠に光栄の至り
です。今後の米作りは厳
しい状況が予測される中、
今後も精進してまいりま
す。ご指導ご協力を賜り
ました関係各位に心より
感謝申し上げます」

「第3回県北地域うまい米
食味コンテスト」

栗原農園（芦間町）

「お客様に笑顔になって
もらえるお米作りを心掛
けてきて、結果としてこ
のような賞をいただくこ
とができ大変うれしく
思っています。これから
もまじめに米作りに取り
組んでいきたいと思いま
す」

最優秀賞 最優秀賞（農林水産大臣賞） 入賞 金賞
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南
中
学
校

北
中
学
校

３
月
22
日
、
北
中
学
校
（
黒
羽

富
子
校
長
）
で
閉
校
記
念
式
典
が

行
わ
れ
、生
徒
、保
護
者
、教
職
員
、

地
域
の
皆
さ
ん
な
ど
約
３
０
０
人

が
出
席
し
ま
し
た
。

式
典
の
後
に
は
、
閉
校
記
念
行

事
を
開
催
。
在
校
証
書
の
授
与
、

ス
ラ
イ
ド
上
映
、
合
唱
を
行
い
、

最
後
に
生
徒
中
心
の
実
行
委
員
会

企
画
で
閉
校
記
念
制
作
「
み
ん
な

で
桜
の
花
を
咲
か
せ
よ
う
」
を
完

成
さ
せ
ま
し
た
。

開
校
以
来
47
年
、〝
山
吹
の
丘
〟

で
学
ん
だ
卒
業
生
は
３
１
１
７
人
。

青
春
の
汗
と
涙
の
染
み
込
ん
だ
、

思
い
出
い
っ
ぱ
い
の
学
び
舎
に
別

れ
を
告
げ
ま
し
た
。

常に生徒たちを見守った地域の
皆さんも多く参加

桜の花の形をした紙に、参加者が北中への思いを記入。それを
貼り付け一足早く満開となった桜の下で記念撮影

全校合唱した「明日も（あしたも）」は、生徒
が作詞、先生が作曲したオリジナル曲

先生一人ひとりから
感謝の言葉

在校生代表あいさつ

 多くの卒業生が懐かし
いスライドに見入った

校長先生から在校証書が
手渡された

一　

久
慈
の
山
脉　

陽
に
映
え
わ
た
り

　
　
　
　

金
砂
山
下
の　

流
音
清
く

　
　
　

山
吹
の
丘
に　

そ
び
え
る
母
校

　
　
　
　

身
体
を
鍛
え　
　

心
を
み
が
き

　
　
　

理
想
に
燃
え
る　

わ
が
北
中

一　

暁
の
空　

雲
晴
れ
て

　
　
　
　

緑
さ
わ
や
か　

久
慈
の
山

　
　
　

学
ぶ
若
人　

か
い
な
を
組
ん
で

　
　
　
　

希
望
の
歌
を　

高
ら
か
に

　
　
　

み
が
け
人
格　

わ
れ
ら
の
命

北
中
学
校　

校
歌

南
中
学
校　

校
歌

金砂郷中へとつなぐ思い
【南中学校・北中学校閉校式】

昭和 38 年創立の南中学校。昭和 43 年に開校した北中学校。
約半世紀の歴史の中で、 合わせて 9,000 人近い人材を育みました。
良き伝統を受け継ぎながら、地域とともに歩んだ南中・北中。
4 月からは南中の地に「金砂郷中学校」として、新しい一歩を踏み出しました。

南
中
学
校
（
檜
山
勉
校
長
）
の

閉
校
式
が
３
月
22
日
に
行
わ
れ
、

生
徒
、
保
護
者
、
教
職
員
、
地
域

の
方
な
ど
約
２
０
０
人
が
出
席
し

ま
し
た
。

檜
山
校
長
は
「
南
中
・
北
中
そ

れ
ぞ
れ
の
良
さ
を
生
か
し
、
新
し

い
校
風
や
伝
統
を
築
き
上
げ
て
い

き
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
。
在
校
生

代
表
の
大
髙
響
生
さ
ん
は
「
在
校

生
・
新
入
生
一
緒
に
助
け
合
い
協

力
し
な
が
ら
、
新
し
い
金
砂
郷
中

を
作
っ
て
い
き
た
い
」
と
話
し
て

い
ま
し
た
。

出
席
者
が
見
守
る
中
、
檜
山
校

長
か
ら
小
林
憲
男
市
教
育
委
員
長

へ
校
旗
が
返
納
さ
れ
、
そ
の
後
校

歌
を
斉
唱
。
５
５
６
１
人
の
卒
業

生
を
輩
出
し
た
52
年
の
歴
史
に
幕

を
下
ろ
し
ま
し
た
。
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　2 月 22 日、かなさ笑楽校で協
力隊金砂郷支部の 3 年間の活動報
告会と地域活動情報交換会を開
催しました。
　人、魅力、地域をつなぎ、新
たな可能性を地域の方々と一緒
に考え、チャレンジしてみるきっ
かけづくりを主に、3 年間活動し
てきました。
　自分の役割は、つなぎ役ときっ
かけづくり役だったのではない
かと思います。ちなみに、私にとっ
ての地域おこしのキーワードは

「人・仲間づくり・つながり」です。
　また、活動を進める中で、金
砂郷が自分にとっての居場所で
あるように感じていきました。
それは、やはり人に魅了されて
いったというのが大きな要因。
今回は準備の段階から、本当に
多くの方に支えていただき、開
催することができました。関わっ
てくださった皆さま、見守って
くださった皆さま、すべての方
に感謝です。 3 年間ありがとうご
ざいました。（白石百合乃）

つながりを大切に、
種まきの 1 年

　里美地区に住み、活動を始めて
1 年が経ちました。毎月報告して
いたとおり、地 域おこし協力隊
としてはもちろん、社会人とし
て本当にいろいろな経験を積ま
せていただきました。単に経験
を積んだだけでなく、成果や結
果を残さないとと思います。
　私にとってこの 1 年は、里美地
区に種をまいた年だと思ってい
ます。地域の人とつながり、里
美地区のことや地域の人が思っ
ている里美の将来などを聞くこ
とができました。これを踏まえて、
地域に対して自分ができること
は何なのかを考えながら行動し
ていきたいです。この春で 2 年目
になります。種をまいたので次
は水をやって芽を出さないと。（田
中あかね）

白石隊員  最後の活動報告会

1 年間の活動報告（里美地区） （金砂郷地区） （里美地区）

　里美に来た１年間、どんなこ
とをやっていたのか、ご報告さ
せていただきます。
　里川カボチャをとおして、地
域の皆さんや茨城大学の学生と
交流していく中で、無限大の可
能性が生まれることを学びまし
た。また、里美の歴史や風土等
の調査を行って「清水のささら」
という魅力的な舞に出会いまし
た。さらに、笠石集落という里
美の方でもあまり訪れない秘境
で、イベントを開催させていた
だいたり、さまざまな町会のイ
ベントを手伝うなど、ここでは
書き表せないほどさまざまな機
会をいただきました。
　体調不良の為、今年度で協力
隊の任期を終了しますが、今自
信を持って里美が大好きだと言
えるくらい魅力的な 1 年間でし
た。ありがとうございました！（磯
部茉利）

金砂郷地区の白石隊員と、里美
地区の磯部隊員が、 3 月をもちま
して任期満了となりました。
地域の皆さん、本当にお世話に
なりました。

田中あかね 白石百合乃 磯部茉利

- 常陸太田市役所　72-3111広報ひたちおおた　2015 年 4 月号 12
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　地域の方々と一緒に｢里美のマップ｣を制作しています。季節

ごとに里美のおすすめのスポットや季節のテーマを決めそのテ

ーマにあう里美の｢人｣を紹介するマップです。4月頃に、里美

のマップ協賛店等に設置予定です。ぜひご覧ください。

　かなさ笑楽校で行われた、協力隊白石百合乃最後の「活動

報告＆地域活動情報交換会」で、アーティストそれぞれ自己

紹介と事業説明を行いました。また、渡部は準備段階から関

わり、顔出し看板を制作する等アートで会場を盛り上げまし

た。ミヤタ、なるも加わり会場をカラフルに飾り付けました。

活動報告＆地域活動情報交換会

移住地区に限らず、市内各地区でさまざまな活動をしています。市民の皆さんと関わりながら、芸術に特化した楽しく深みのある活動を展開して
いきたいと思っています。アーティストへのお問い合わせは、常陸太田市役所政策企画部少子化・人口減少対策課までお願いします。

里美のマップを制作しています！

色をつくるワークショップ開催

2013 年 10 月から開始された本事業では、金砂郷・水府・里美の３地区に 4人

の芸術家が滞在し、地域の皆さんと一緒に多岐にわたる活動を展開しています。

水府地区
ミヤタユキ

水府地区
林友深

金砂郷地区
渡部智穂

里美地区
なる

　すいふ児童クラブにて林友深による「いろんな色
を作ってみる」ワークショップを行いました。作っ
た色は、林が制作中の常陸太田を題材にした「常陸
太田クレヨンの旅」という絵本の一部に使用します。

コイノボリエコバッグ制作
　太田公民館でミヤタによる「水府コイノボリ

プロジェクト」ワークショップを開催。コイノ

ボリで、様々な模様のエコバッグを作りました。

皆さんの創造力と個性に圧倒されました！！！

地域おこし協力隊全国サミット in 六本木ヒルズ

　3月 8日に六本木ヒルズで行われた「地
域おこし協力隊フェア・地域おこし協力隊
全国サミット」にアーティストが参加しま
した。明治大学の小田切教授、俳優の峰竜
太氏MCのトークセッションにミヤタが登
壇。ブース出展や水府コイノボリワークシ
ョップも行い、常陸太田市の魅力を全国の
たくさんの方々に PRしました！！

広報ひたちおおた　2015 年 4 月号 常陸太田市役所　72-311113
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  文化課エコミュージアム推進室　☎72-3201

ちょっと
寄り道

今
月
は
町
屋
町 

来月は、町屋町の狛
犬の玉石の「玉 」つ
ながりで、玉造町さ
んにお願いします。

紹介者　
町屋町
和田勝美さん

町屋町にある吉田神社は、平安時代の 1058
年に鎌倉より移され、江戸時代には、八幡宮と
して崇

あが

められ、元禄時代に吉田神社となりまし
た。現在、地元の役員や老人クラブの皆さんの
協力で管理しています。特におススメなのが、
拝殿前の狛

こまいぬ

犬の石像です。昭和４年に建立され、
地元の彫刻師である根本龍岳氏の作った作品。
また、町屋石（斑

まだらいし

石）で掘られ、右の狛犬の口
の中には、丸い玉石が掘られていてとても珍し
いです。どう細工し掘られたかはとても不思議
ですが、ぜひ一度見に来てください。

吉田神社の狛犬����

小妻�の「将来」を考えよう
3 月 8 日、小妻コミュニティセンターで地域の方や子ども会、

エコミュージアム推進委員、茨城大学の学生ボランティアが参
加し、地域の将来について話し合いが行われました。これは昨
年 12 月の「お宝さがし」で発見した地域資源を題材としたもの。
将来構想テーマを「未来につなごう小妻のロマン」として、こ
れから先、この地域をどのようにしていきたいのかみんなの夢
を地図に表現しました。

お宝の活用についての主なアイディア

天満宮の神
み こ し

輿を復活させたい

総合案内板をつくりたい

集会所でフリーマーケットをしたい

お月見・鳥追い等の行事を復活させたい

ウォーキングコースの整備をしたい

DVD やインターネット等で地域をアピールしたい

子どもたちも将来構想に
参加しました

班ごとに発表 ! ど
ん な ア イ デ ィ ア
が 出 さ れ た の か
なぁ？

3 班に分かれて話し合い

これからもみんなで力を合わせて魅力ある地域づくり
を進めていきます
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Ｑ�

．
ジ
オ
パ
ー
ク
と
は
？

Ａ
． 

美
し
い
自
然
環
境
や
文
化
歴
史

に
親
し
み
な
が
ら
、
知
識
や
理
解

を
深
め
て
い
く
活
動
の
こ
と
で
す
。

こ
の
活
動
は
１
９
９
９
年
に
ヨ

ー
ロ
ッ
パ
で
始
ま
り
、
日
本
で
は

２
０
０
９
年
に
本
格
化
。
県
北
地

区
で
は
、
２
０
１
１
年
に
茨
城
県

北
ジ
オ
パ
ー
ク
が
日
本
ジ
オ
パ
ー

ク
か
ら
認
定
を
受
け
ま
し
た
。
ま

た
、
ジ
オ
パ
ー
ク
は
、「
大
地
の
公

園
」
や
「
大
地
の
自
然
」
と
も
い

わ
れ
て
い
ま
す
。

Ｑ�

．
ジ
オ
パ
ー
ク
は
ど
こ
に
あ
り
ま

す
か
？

Ａ
．�

県
北
地
区
で
は
、
15
カ
所
あ
り

当
市
で
は
、「
棚
倉
断
層
」
が
あ

り
ま
す
。
そ
の
ほ
か
竜
神
峡
や
長

谷
町
の
日
本
最
古
の
地
層
が
あ
り

ま
す
。

ジ
オ
の
世
界
へ
よ
う
こ
そ�

ジ
オ
パ
ー
ク
の
魅
力
な
ど
を
紹
介
し
ま
す

問 

文
化
課
（
☎
72‐３
２
０
１
）
／
（
一
社
）

市
観
光
物
産
協
会
（
☎
72
‐
８
１
９
４
）

長谷町で見られる 5 億
1000 万年前のカンブリ
ア紀の地層

日本最古の地層

ジオネット常陸太田の百地
です。4 月から 12 回にわ
たり、会員が市内のジオ
パークの魅力や見どころな
どを紹介していきます。

雑
貨
ア
ー
ト
や
手
芸
な
ど
が
好
き
な
主

婦
30
人
の
作
品
を
委
託
販
売
す
る
「
ハ
ン

ド
メ
イ
ド
雑
貨
の
店t

て
く

eq-t

て
く

eq 

」。
市
や

商
工
会
の
協
力
で
、
東
一
町
に
あ
る
チ
ャ

レ
ン
ジ
シ
ョ
ッ
プ
を
２
年
前
に
オ
ー
プ
ン

し
ま
し
た
。
昨
年
か
ら
は
、
も
っ
と
多
く

の
皆
さ
ん
に
お
店
を
知
っ
て
も
ら
お
う
と
、

朝
市
に
出
店
し
て
い

ま
す
。

商
品
は
、
お
し
ゃ

れ
な
生
活
雑
貨
は
も

ち
ろ
ん
の
こ
と
、
お

子
さ
ん
向
け
の
入

園
・
入
学
グ
ッ
ズ
や

ア
イ
デ
ィ
ア
た
っ
ぷ
り
の
雑
貨
を
皆
さ
ん
に 新

鮮
な
農
産
物
等
で
毎
回
好
評
の
常
陸

太
田
朝
市
。
魅
力
あ
る
商
品
を
発
信
す
る

出
店
者
の
方
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

イ
チ

朝

nav

vol.25
ハ
ン
ド
メ
イ
ド
雑
貨
の
お
店teq-teq （
東
一
町
）

給
食
で
使
う
学
校
指
定
の
ナ
プ
キ
ン
、

主
婦
な
ら
で
は
の
ア
イ
デ
ィ
ア
商
品

を
製
作
し
販
売
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

定
期
的
に
雑
貨
を
作
る
楽
し
さ
を

知
っ
て
も
ら
い
た
い
と
思
い
、
お
子

さ
ん
か
ら
お
年
寄

り
ま
で
楽
し
め
る

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
を
行
っ
て
い

ま
す
の
で
、
ぜ

ひ
遊
び
に
来
て

く
だ
さ
い
。

Vol.1

今月の朝市は 4 月 19 日日に市役所駐車場で開催します！

5 月号からの新企画 !
朝市のお客さんを街頭イ
ンタビューして写真で紹
介していくよ！
おたのしみに !!

★今月の一枚の写真★

インタープリター

↑ ＱＲコード

 ←市観光物産協会
ホームページ（ジオ
パーク）へアクセス
できます

�����
ジ
オ
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
！

����  

ジ
オ
パ
ー
ク
の
見
ど
こ
ろ
を
解
説
す

る
人
を
イ
ン
タ
ー
プ
リ
タ
ー
と
い
い
ま

す
。
平
成
24
年
12
月
か
ら
当
市
と
那
珂

市
の
イ
ン
タ
ー
プ
リ
タ
ー
が
「
ジ
オ
ネ

ッ
ト
常
陸
太
田
」
と
い
う
組
織
を
立
ち

上
げ
、
ハ
イ
キ
ン
グ
な
ど
の
ジ
オ
ガ
イ

ド
を
行
っ
て
い
ま
す
。
市
観
光
物
産
協

会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
お
申
し
込
み

で
き
ま
す
の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

問 

販
売
流
通
対
策
課
（
内
線
６
６
3
）
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第
１
回
市
議
会
定
例
会

《
専
決
処
分
の
承
認
》

▼ 

市
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部

改
正
…
健
康
保
険
法
施
行
令
等

の
一
部
改
正
に
伴
う
改
正

《
条
例
の
制
定
》

▼ 

市
人
事
行
政
の
運
営
等
の
状
況

の
公
表
に
関
す
る
条
例
…
人
事

行
政
の
透
明
性
を
高
め
、
公
平

性
の
確
保
を
図
る
た
め
制
定

▼ 

市
固
定
資
産
税
の
課
税
免
除
に

関
す
る
条
例
…
常
陸
太
田
工
業

団
地
等
お
よ
び
過
疎
地
域
の
固

定
資
産
税
の
課
税
免
除
に
関
す

る
条
例
を
統
一
し
、
課
税
免
除

の
範
囲
を
拡
充
す
る
た
め
制
定

▼ 

市
特
定
教
育
・
保
育
施
設
及
び

特
定
地
域
型
保
育
事
業
の
利
用

者
負
担
額
を
定
め
る
条
例
…
市

特
定
教
育
・
保
育
施
設
及
び
特

定
地
域
型
保
育
事
業
の
運
営
に

関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
の

施
行
に
伴
い
制
定

▼ 

市
教
育
委
員
会
教
育
長
の
勤
務

時
間
そ
の
他
の
勤
務
条
件
及
び

職
務
に
専
念
す
る
義
務
の
特
例

に
関
す
る
条
例
…
地
方
教
育
行

政
の
組
織
及
び
運
営
に
関
す
る

法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

の
施
行
に
伴
い
制
定

《
条
例
の
一
部
改
正
》

▼ 

市
行
政
手
続
条
例
…
行
政
手
続

法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の

施
行
に
伴
い
改
正

▼ 

市
特
別
職
の
職
員
で
非
常
勤
の

も
の
の
報
酬
及
び
費
用
弁
償
に

関
す
る
条
例
…
生
活
困
窮
者
自

立
支
援
法
の
施
行
に
伴
い
改
正

▼ 

市
東
日
本
大
震
災
被
害
対
策
支

援
金
等
支
給
条
例
…
本
制
度
を

１
年
間
延
長
す
る
た
め
改
正

▼ 

市
介
護
保
険
条
例
…
介
護
保
険

料
率
の
見
直
し
等
に
伴
い
改
正

▼ 

市
指
定
介
護
予
防
支
援
等
の
事

業
の
人
員
及
び
運
営
並
び
に
指

定
介
護
予
防
支
援
等
に
係
る
介

護
予
防
の
た
め
の
効
果
的
な
支

援
の
方
法
に
関
す
る
基
準
等
を

定
め
る
条
例
…
介
護
保
険
法
施

行
規
則
等
の
一
部
を
改
正
す
る

省
令
の
施
行
に
伴
い
改
正

▼ 

市
指
定
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス

の
事
業
に
関
す
る
条
例
…
介
護

保
険
法
施
行
規
則
等
の
一
部
を

改
正
す
る
省
令
の
施
行
に
伴
い

改
正

▼ 

市
と
茨
城
県
信
用
保
証
協
会
と

の
損
失
補
償
金
寄
託
契
約
に
基

づ
く
回
収
納
付
金
を
受
け
取
る

権
利
の
放
棄
に
関
す
る
条
例
…

産
業
活
力
の
再
生
及
び
産
業
活

動
の
革
新
に
関
す
る
特
別
措
置

法
の
廃
止
、
産
業
競
争
力
強
化

法
の
施
行
等
に
伴
う
改
正

▼ 

市
企
業
等
立
地
促
進
条
例
…
雇

用
奨
励
措
置
を
拡
充
し
、
企
業

立
地
お
よ
び
市
民
の
雇
用
を
促

進
す
る
た
め
改
正

▼ 

市
営
住
宅
の
設
置
及
び
管
理
に

関
す
る
条
例
…
中
国
残
留
邦
人

等
の
円
滑
な
帰
国
の
促
進
及
び

永
住
帰
国
後
の
自
立
の
支
援
に

関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す

る
法
律
の
施
行
に
伴
い
改
正

《
条
例
の
整
理
》

▼ 

地
方
教
育
行
政
の
組
織
及
び
運

営
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改

正
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う
関

係
条
例
の
整
理
に
関
す
る
条
例

《
新
市
建
設
計
画
の
変
更
》

▼ 

新
市
建
設
計
画
の
変
更
…
東
日

本
大
震
災
に
よ
る
合
併
市
町
村

に
係
る
地
方
債
の
特
例
に
関
す

る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法

律
の
施
行
に
伴
い
、
合
併
特
例

債
の
発
行
期
間
が
延
長
さ
れ
た

こ
と
に
よ
り
、
計
画
期
間
等
を

変
更

《
市
道
の
変
更
》

▼ 

市
道
路
線
の
変
更
…
国
道
整
備

に
伴
い
１
路
線
を
変
更

《
市
道
の
認
定
》

▼ 

市
道
路
線
の
認
定
…
道
路
寄
附

お
よ
び
開
発
行
為
に
伴
い
２
路

線
を
認
定

《
市
有
財
産
の
処
分
》

▼ 

市
有
財
産
の
処
分
…
旧
北
小
学

校
跡
地
１
万
６
６
７
７
㎡
を

グ
ロ
ー
バ
ル
・
リ
ン
ク
㈱
に

２
３
８
７
万
２
８
６
０
円
で
売

却
《
損
害
賠
償
額
の
決
定
》

▼ 

損
害
賠
償
の
額
の
決
定
…
工
業

用
水
道
の
事
故
に
係
る
㈱
え
ひ

め
飲
料
に
対
す
る
損
害
賠
償
額

１
７
１
万
３
０
０
１
円

《
訴
え
の
提
起
》

▼ 

訴
え
の
提
起
…
市
有
地
の
所
有

権
の
確
認
お
よ
び
越
境
枝
の
伐

採
要
求
の
た
め

《
平
成
26
年
度
補
正
予
算
》

▼ 

一
般
会
計
（
第
10
号
）
…

１
億
５
１
８
２
万
１
千
円
を
減
額

▼ 

一
般
会
計
（
第
11
号
）
…
プ
レ

ミ
ア
ム
商
品
券
発
行
事
業
費
補
助

金
等
２
億
５
９
２
０
万
３
千
円
を

追
加

▼ 

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
（
第

３
号
）
…
３
５
３
万
７
千
円
を

減
額

▼ 

介
護
保
険
特
別
会
計（
第
３
号
）

…
１
億
２
０
１
１
万
６
千
円
を

追
加

▼ 

下
水
道
事
業
特
別
会
計（
第
３
号
）

…
４
０
６
７
万
円
を
減
額

▼ 

農
業
集
落
排
水
事
業
特
別
会
計（
第
２
号
）

…
２
３
７
万
９
千
円
を
減
額

▼ 

戸
別
合
併
処
理
浄
化
槽
設
置
整

備
事
業
特
別
会
計
（
第
２
号
）

…
４
９
７
４
万
１
千
円
を
減
額

▼ 

簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計（
第
２
号
）

…
３
４
０
万
円
を
減
額

《
平
成
27
年
度
当
初
予
算
》

▼ 

一
般
会
計
、
特
別
会
計
（
国
民

健
康
保
険
・
後
期
高
齢

平
成
27
年
第
１
回
市
議
会
定
例
会
が
、
３
月
４
日
か
ら
20
日
ま

で
開
か
れ
、
専
決
処
分
１
件
、
議
案
39
件
、
議
員
提
案
２
件
に

つ
い
て
審
議
。
い
ず
れ
も
原
案
ど
お
り
承
認
、
可
決
、
同
意
さ

れ
ま
し
た
。
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よもぎ団子
春の香りがうれしい一品。米粉を使うのは、忙しい時にも季
節感のあるものをさっと作るおかあさんの知恵

今 は月 ✿

レシピ
[ よもぎの準備 ]
①鍋にお湯を沸騰させ、摘んできたよもぎを入れる。
②あく抜きのため、重曹をひとつまみ入れる。
③ 茎が柔らかくなりゆであがったら火から下ろし、ざるに

広げて手早く冷ます。
[ よもぎ団子 ]
① よもぎをすり鉢で、筋っぽいところがなめらかになり、

細かくなるまで、すり下ろす。
② 米粉（上新粉）をボールに入れ、熱湯を少しずつ注ぎな

がらへらでこねる。まとまってきたら一つのかたまりに
なるまで手でこねる。この時お湯で手をぬらしながらこ
ね合わせ、米粉の温度を下げないように注意する。耳た
ぶぐらいの固さになったら、火の通りやすい形にまとめる。

③ ぬれたふきんを敷いた蒸し器に入れ、15 分程度中火にか
ける。色が変わってきたら火から下ろす。

④ よもぎをすりおろしたすり鉢の中に③を入れ、すりこぎ
棒でつき、ある程度色が混ざってきたら、色が均一にな
るまで手でよく練り込む。固いと感じる場合は手をお湯
でぬらし、加減しながら練り込む。

⑤食べやすい大きさに丸める。
⑥丸めた団子の周りにあんこを適度につけて出来上がり。

材料　20 個分

13

常陸太田の「旬」を感じるレシピを紹介！

よもぎ・・・100 ｇ
　（5 ㎝くらいの柔らかい新芽が良い）

米粉・・・200g　　　
熱湯・・・適量
あんこ・・・適量　　
重曹・・・ひとつまみ

✿

者
医
療
・
介
護
保
険
・
下
水

道
事
業
・
農
業
集
落
排
水
事

業
・
戸
別
合
併
処
理
浄
化
槽
設

置
整
備
事
業
・
簡
易
水
道
事

業
）、
企
業
会
計
（
水
道
事
業
・

工
業
用
水
道
事
業
）
…
総
額

４
０
５
億
７
１
５
９
万
７
千
円

（
詳
細
は
６
～
７
ペ
ー
ジ
）

《
人
事
案
件
》

▼ 

市
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
…

大
金
隆
子
氏
（
大
菅
町
）
の
任

命
《
議
員
提
案
》

▼ 

市
議
会
委
員
会
条
例
の
一
部
改

正
…
地
方
教
育
行
政
の
組
織
及

び
運
営
に
関
す
る
法
律
の
一
部

改
正
に
よ
り
、
委
員
会
に
お
け

る
説
明
員
の
出
席
要
求
先
を

「
教
育
委
員
会
の
委
員
長
」
か

ら
「
教
育
委
員
会
の
教
育
長
」

に
改
め
る
た
め
改
正

▼ 

「
手
話
言
語
法
」
制
定
を
求
め

る
意
見
書
の
提
出
…
手
話
が
音

声
言
語
と
対
等
な
言
語
で
あ
る

こ
と
を
広
く
国
民
に
広
め
、
聞

こ
え
な
い
子
ど
も
が
手
話
を
身

に
つ
け
、
手
話
で
学
べ
、
自
由

に
手
話
が
使
え
、
さ
ら
に
は
手

話
を
言
語
と
し
て
普
及
、
研
究

す
る
こ
と
の
で
き
る
環
境
整
備

を
目
的
と
し
た
「
手
話
言
語
法

（
仮
称
）」
を
制
定
す
る
こ
と
を

政
府
と
国
会
に
要
望
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ス
ポ
ー
ツ
フ
ラ
ッ
シ
ュ

（
敬
称
略
・
丸
数
字
は
順
位
）

第
8
回
市
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
・
親
子

ふ
れ
あ
い
大
会
［
２
月
15
日
／
大

里
ふ
れ
あ
い
広
場
周
辺
］

▼�

親
子
（
小
学
１
年
）
の
部
［
男

子
・
親
］
①
後
藤
久
翔
・
後
藤

仁
史
（
久
米
小
）
②
矢
部
悠
人
・

矢
部
英
二
（
久
米
小
）
③
小
林

柊
人
・
小
林
俊
裕
（
郡
戸
小
）

▼�

親
子（
小
学
1
年
）の
部［
女
子
・

親
］
①
綿
引
梨
倫
・
綿
引
修
（
誉

田
小
）
②
後
藤
美
空
・
後
藤　

芳
隆
（
久
米
小
）
③
豊
田
す
み

れ
・
豊
田
直
樹
（
機
初
小
）

▼�

親
子
（
小
学
2
年
）
の
部
［
男

子
・
親
］
①
髙
橋
洸
大
・
髙
橋

玄
洋
（
佐
竹
小
）
②
石
原
晄
雅
・

石
原
博
之
（
幸
久
小
）
③
関
秀

仁
・
関
誠
司
（
郡
戸
小
）

▼�

親
子
（
小
学
2
年
）
の
部
［
女

子
・
親
］
①
興
野
愛
理
・
興
野

聖
人
（
里
美
小
）
②
大
藤
千
愛
・

大
藤
一
也
（
久
米
小
）
③
篠
原

明
依
・ 

篠
原
雄
一
（
佐
竹
小
）

Information

▼�

小
学
３
年
男
子
の
部�

①
鈴
木

奏
人（
久
米
小
）②
田
村
葵（
機

初
小
）
③
長
嶋
大
吾
（
水
府
小
）

▼�

小
学
３
年
女
子
の
部 

①
下
重

明
希
（
久
米
小
）
②
大
須
賀　

愛
（
水
府
小
）
③
片
岡
明
澄
（
山

田
小
）

▼�

小
学
４
年
男
子
の
部�

①
鈴
木

南
於
斗
（
山
田
小
）
②
滝
川
響

兜（
山
田
小
）③
佐
藤
昭
太（
機

初
小
）

▼�
小
学
４
年
女
子
の
部�

①
茅
根

史
好
（
山
田
小
）
②
矢
部
美
翔

（
太
田
小
）
③
後
藤
帆
乃
華
（
佐

竹
小
）

▼�

小
学
５
年
男
子
の
部�

①
井
坂

佳
亮
（
郡
戸
小
）
②
草
間
大
耀

（
機
初
小
）
③
後
藤
元
気
（
久

米
小
）

▼�

小
学
５
年
女
子
の
部�

①
興
野

笑
理
（
里
美
小
）
②
井
坂
佳
鈴

（
郡
戸
小
）
②
大
藤
美
紅
（
久

米
小
）

▼�

小
学
６
年
男
子
の
部�

①
後
藤

大
志
（
久
米
小
）
②
五
十
嵐
喬

信（
山
田
小
）③
大
内
悠
史（
久

米
小
）

▼�

小
学
６
年
女
子
の
部�

①
増
田

萌
花
（
機
初
小
）
②
松
田
真
歩

（
久
米
小
）
③
青
砥
里
奈
（
里

美
小
）

▼�

中
学
１
年
男
子
の
部�

①
小
林

直
斗
（
水
府
中
）
②
石
塚
晴
季

（
太
田
中
）
③
疋
田
理
透
（
太

田
中
）

▼�

中
学
１
年
女
子
の
部�

①
久
保

木
玲
朱
（
世
矢
中
）
②
片
根
帆

香（
峰
山
中
）③
緑
川
芽
衣（
太

田
中
）

▼�

中
学
２
・
３
年
男
子
の
部�

①
小

林
竜
也
（
瑞
竜
中
）
②
滝
川
胤

馬（
水
府
中
）③
福
井
大
夢（
水

府
中
）

▼�

中
学
２
・
３
年
女
子
の
部�

①
上

藤
香
奈
実
（
峰
山
中
）
②
石
川

愛
海
（
水
府
中
）
③
平
塚
彩
水

（
太
田
中
）

第
37
回
市
近
郊
中
学
校
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
大
会
［
3
月
8
日
／
山
吹

運
動
公
園
市
民
体
育
館
・
太
田
二

高
体
育
館
］

▼�

女
子
の
部　

①
峰
山
中
②
東
海

南
中
③
美
和
中
・
緒
川
中
合
同

チ
ー
ム
③
瑞
竜
中

問 
健
康
ス
ポ
ー
ツ
チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー
実
行
委
員
会
（
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
ス
ポ
ー

ツ
振
興
係
内
☎
73
‐
０
０
９
０
／
FAX 

73
‐
１
２
３
０
）

15
分
間
以
上
「
運
動
や
ス
ポ
ー
ツ
」
で
〝
か
ら
だ
〟
を
動

か
し
ま
す
。
そ
の
後
、
電
話
ま
た
は
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
で
参

加
人
数
・
ス
ポ
ー
ツ
時
間
等
を
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

鹿
児
島
県
指い
ぶ
す
き
し

宿
市

＊ 

昨
年
は
徳
島
県
阿
波
市
と
対
戦
し
、
参
加
率
51
・
9
％

対
56
・
7
％
で
惜
し
く
も
敗
れ
て
い
ま
す
。

今
年
も
、健
康
ス
ポ
ー
ツ
チ
ャ
レ
ン

ジ
デ
ー
２
０
１
5
に
参
加
し
ま
す
!!

市
で
は
「
誰
も
が
健
康
で
暮
ら
せ
る
ま
ち
」
を
目
指
し
、

毎
日
の
運
動
習
慣
づ
く
り
に
挑
戦
し
て
い
ま
す
。

笑
っ
て
動
い
て
、
こ
こ
ろ
の
健
康
、
か
ら
だ

の
健
康
、
楽
し
い
毎
日
を
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。

と
き

と
こ
ろ

対
象

５
月
27
日
水　
午
前
０
時
～
午
後
９
時

常
陸
太
田
市
内
で
あ
れ
ば
ど
こ
で
も
（
自
宅
・
職
場
・
学
校
・

運
動
施
設
・
公
園
な
ど
）

当
日
市
内
に
い
る
方
で
あ
れ
ば
、
誰
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

内
容

対
戦
相
手

　
「
健
康
ス
ポ
ー
ツ
チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー
」
は
、
人
口
規
模
が
ほ

ぼ
同
じ
自
治
体
間
で
、
当
日
の
午
前
０
時
か
ら
午
後
９
時
ま

で
の
間
に
、15
分
間
以
上
継
続
し
て
何
ら
か
の
運
動
や
ス
ポ
ー

ツ
を
し
た
住
民
の
『
参
加
率
（
％
）』
を
競
い
合
う
も
の
で
す
。

　

負
け
た
場
合
に
は
、
対
戦
相
手
の
自
治
体
の
旗
を
市
役
所

の
メ
イ
ン
ポ
ー
ル
に
１
週
間
掲
揚
す
る
と
い
う
ユ
ニ
ー
ク
な

ル
ー
ル
に
よ
っ
て
行
わ
れ
ま
す
。

［
人
口
］約
４
万
3
千
人

［
面
積
］約
１
４
９
㎢ （

7
回
目
）
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市職員の人事異動
▪
定
期
人
事
異
動

（
４
月
１
日
付 

カ
ッ
コ
内
は
旧
）

◉
部
長
級　

市
民
生
活
部
長
（
商
工

観
光
部
長
）
樫
村
浩
治
／
商
工
観
光

部
長
（
教
育
委
員
会
教
育
次
長
）
山

崎
修
一
／
議
会
事
務
局
長（
秘
書
課
長
）

宇
野
智
明
／
消
防
本
部
消
防
長
（
消

防
本
部
総
務
課
長
）
江
幡
正
紀
／
教

育
委
員
会
教
育
次
長（
水
府
支
所
統
括
）

菊
池
武

◉
次
長
・
参
事
級　

保
健
福
祉
部
参

事
兼
社
会
福
祉
課
長（
教
育
総
務
課
長
）

西
野
文
浩
／
建
設
部
参
事
兼
用
地
管

理
課
長
（
用
地
管
理
課
長
）
助
川
裕

康
／
金
砂
郷
支
所
統
括
（
金
砂
郷
地

域
振
興
課
長
兼
地
域
相
談
室
長
）
金

田
則
雄
／
水
府
支
所
統
括
（
水
府
地

域
振
興
課
長
兼
地
域
相
談
室
長
）
関

祥
一
／
上
下
水
道
部
参
事
兼
水
道
施

設
課
長（
上
下
水
道
部
水
道
施
設
課
長
）

和
田
重
正

◉
課
長
級　

秘
書
課
長
（
税
務
課
長
）

鈴
木
淳
／
財
政
課
長
（
企
画
課
長
）
柴

田
道
彰
／
契
約
管
財
課
長
（
契
約
管

財
課
副
参
事
兼
管
財
係
長
）
坂
爪
優

／
税
務
課
長
（
社
会
福
祉
課
長
）
青

木
拓
生
／
納
税
課
長
（
財
政
課
長
）
畠

山
卓
也
／
防
災
対
策
課
長
（
子
ど
も

福
祉
課
長
）
塩
原
正
己
／
企
画
課
長

（
市
民
協
働
推
進
課
長
）
綿
引
誠
二
／

市
民
協
働
推
進
課
長（
防
災
対
策
課
長
）

岡
部
光
洋
／
環
境
政
策
課
長
兼
放
射

能
対
策
室
長
（
納
税
課
長
）
小
泉
秀
明

／
環
境
政
策
課
副
参
事
兼
環
境
企
画

係
長
兼
放
射
能
対
策
室
係
長
（
環
境
政

策
課
長
補
佐
兼
環
境
企
画
係
長
兼
放

射
能
対
策
室
係
長
）
中
野
亘
／
清
掃
セ

ン
タ
ー
長
（
清
掃
セ
ン
タ
ー
副
参
事
兼

業
務
係
長
）
安
紀
昭
／
清
掃
セ
ン
タ
ー

副
参
事
兼
業
務
係
長
（
ス
ポ
ー
ツ
振

興
課
副
参
事
兼
体
育
施
設
管
理
事
務

所
長
）
髙
野
日
出
男
／
健
康
づ
く
り

推
進
課
長
（
生
涯
学
習
課
長
補
佐
兼

事
業
係
長
兼
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
主

査
）成
井
宏
光
／
子
ど
も
福
祉
課
長（
生

涯
学
習
課
長
兼
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

館
長
）
会
沢
栄
一
／
販
売
流
通
対
策

課
副
参
事
兼
拠
点
施
設
整
備
係
長
（
販

売
流
通
対
策
課
長
補
佐
兼
拠
点
施
設

整
備
係
長
）
岡
田
和
也
／
商
工
振
興
・

企
業
誘
致
課
長
（
子
ど
も
福
祉
課
長

補
佐
兼
保
育
係
長
）
荷
見
久
志
／
建

設
課
長
（
商
工
振
興
・
企
業
誘
致
課

長
）
小
瀧
孝
男
／
都
市
計
画
課
長
（
建

設
課
長
）
小
林
則
之
／
都
市
計
画
課

副
参
事
兼
建
築
開
発
指
導
室
長
（
都

市
計
画
課
長
補
佐
兼
建
築
開
発
指
導

室
長
）
五
来
正
浩
／
金
砂
郷
地
域
振

興
課
長
兼
地
域
相
談
室
長
（
金
砂
郷

地
域
振
興
課
長
補
佐
兼
市
民
生
活
係

長
兼
出
納
室
主
査
）
関
勝
則
／
水
府

地
域
振
興
課
長
兼
地
域
相
談
室
長
（
都

市
計
画
課
長
補
佐
兼
計
画
整
備
係
長
）

岩
間
勇
二
／
教
育
総
務
課
長
（
都
市

計
画
課
長
）
江
尻
伸
彦
／
生
涯
学
習

課
長
兼
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
館
長
（
健

康
づ
く
り
推
進
課
長
）
佐
藤
芳
孝
／
ス

ポ
ー
ツ
振
興
課
副
参
事
兼
ス
ポ
ー
ツ

振
興
係
長
（
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
長
補

佐
兼
ス
ポ
ー
ツ
振
興
係
長
）
鈴
木
正

明
／
監
査
委
員
事
務
局
長
（
出
納
室

長
補
佐
兼
出
納
係
長
）
富
田
乙
律
子

／
消
防
本
部
総
務
課
長
（
消
防
本
部

総
務
課
長
補
佐
兼
総
務
施
設
係
長
）

川
﨑
精
一
／
消
防
本
部
消
防
課
長（
北

消
防
署
長
）
後
藤
一
人
／
南
消
防
署

長
（
消
防
本
部
消
防
課
長
）
福
田
智

光
／
北
消
防
署
長
（
消
防
本
部
消
防

課
長
補
佐
兼
警
防
係
長
）
大
関
正
幸

 
市
民
生
活
部
長 

荻
津
一
成
／
議
会
事

務
局
長 
吉
成
賢
一
／
消
防
本
部
消
防

長 

福
地
壽
之
／
市
民
生
活
部
次
長
兼

環
境
政
策
課
長
兼
放
射
能
対
策
室
長 

岡
本
一
美
／
金
砂
郷
支
所
統
括 

安
豊

／
契
約
管
財
課
長 

菊
池
正
士
／
清
掃

セ
ン
タ
ー
長 

井
上
寛
／
南
消
防
署
長 

袴
塚
孝
一
／
監
査
委
員
事
務
局
長 
菊

池
尚
／
建
設
課
長
補
佐
兼
係
長
兼
金

砂
郷
地
域
振
興
課
主
査 

木
村
光
典
／

水
府
地
域
振
興
課
長
補
佐
兼
市
民
生

活
係
長
兼
出
納
室
主
査 

和
田
信
夫
／

里
美
地
域
振
興
課
長
補
佐
兼
市
民
生

活
係
長
兼
出
納
室
主
査 

寺
門
勝
義
／

水
道
施
設
課
長
補
佐
兼
水
道
施
設
係

長 

立
花
愛
正
／
社
会
福
祉
課
主
査 

片

岡
真
里
子
／
水
府
地
域
振
興
課
主
査
兼

係
長
兼
出
納
室
主
査 

茅
根
弘
子
／
水

府
地
域
振
興
課
主
査
兼
係
長
兼
出
納

室
主
査 

菊
池
光
子
／
里
美
地
域
振
興

課
主
査
兼
係
長
兼
出
納
室
主
査 

大
森

雅
文
／
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
主
査
兼
係
長 

磯
野
俊
郎
／
秘
書
課
主
幹 

嶋
﨑
可
奈

子
／
太
田
進
徳
幼
稚
園
教
諭 

泉
舞
／

宮
ノ
脇
保
育
園
調
理
師 

綿
引
厚
子
／

さ
と
み
保
育
園
調
理
師 

江
尻
節
子

契
約
管
財
課
主
事 

岩
間
弥
菜
／
少
子

化
・
人
口
減
少
対
策
課
主
事 

菊
池
絵

美
／
情
報
政
策
課
主
事 

村
田
弘
一
／

環
境
政
策
課
主
事
兼
放
射
能
対
策
室

主
事 

會
澤
勉
／
保
険
年
金
課
主
事 

緑

川
雅
泰
／
社
会
福
祉
課
主
事 

髙
橋
佑

樹
／
社
会
福
祉
課
主
事 

太
田
雄
也
／

高
齢
福
祉
課
主
事 

高
島
早
苗
／
子
ど

も
福
祉
課
主
事 

石
井
真
里
／
農
政
課

主
事 

赤
石
欣
也
／
建
設
課
技
師 

小
松

純
貴
／
南
消
防
署
消
防
士 

大
金
拓
海

／
南
消
防
署
消
防
士 

藤
田
孝
一
／
北

消
防
署
消
防
士   

坂
場
丈
一

▪
新
規
採
用  （
４
月
１
日
付
）

▪
退
職
（
３
月
31
日
付
）
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まちの話題 my town news 

文第 22 回ひたちおおた芸能祭

化の祭典華やかに開催
2 月 22 日、パルティホールで第 22 回ひたちおおた芸

能祭が開催されました。文化団体連合会に所属する芸能・
舞踏・音楽の各団体が芸に精進した成果を発表し、歌・
踊りや素敵な演奏で魅せてくれました。生涯学習フェス
ティバルも同時開催し、たくさんの方でにぎわいました。

パッチワークや生け花など、た
くさんの作品を展示

3 月 1 日、真弓山ハイキングコース保全隊主催によ
る新春の真弓山ハイキングが行われました。市内外
から多くの方が参加し、表参道のひざ掛け石や見晴台、
爺杉などの名所を散策しました。

真弓山ハイキングコース保全隊

の香りが漂う真弓山春

見晴台で参加者全員の記念撮影 民謡や詩吟、舞踊など活気あふ
れるステージ

2 月 17 日から 3 月 18 日まで、里山ホテルときわ路
で県内初の実践型インターンシップ事業が行われまし
た。この事業は約 1 カ月間、企業の経営者の元で働き、
新規事業などに取り組むプロ
グラム。二人の学生が、夏秋
向けの里山体験宿泊プランの
企画作成や、ホテルを拠点と
した秋のイベントプランに挑
みました。

里山ホテルときわ路

内初インターンシップ県 ひ 第 7 回スロータウン鯨ケ丘ひなまつり

なまつりで町おこし
3 月 1 日から 31 日までの 1 カ月間、鯨ケ丘商店街

においてスロータウン鯨ケ丘ひなまつりが開催されま
した。各店舗に、思い
出のひな人形やつるし
雛が展示され、ひな巡
りスタンプラリーやダ
ンスフェスティバルな
ど、さまざまなイベン
トが実施されました。

また、郷土資料館梅津会
館でも同期間中「梅津会館
のひなまつり」が開催され
ました。市内手芸サークル

「布遊」による「つるし雛」
の展示をはじめ「スケッチ
で描く常陸太田～沼田久雪
ポストカード原画展～」や

「桂ひな」の展示も行われました。

3 月 14 日、山吹運動公園で、常陸プロレス（廣木紀
夫代表）の試合が行われ、約 100 人の老若男女が観戦
しました。これは社会人プロレス団体が、「茨城を元気
にしたい」という思いから開催。場外乱闘や大技もあ
り会場は大盛り上がり。当日はホワイ
トデーだったこともあり、女性と子ど
もにはチョ
コレートの
プレゼント
もありまし
た。

常陸プロレス

ロレスで茨城を元気にプ 

華麗な技で
観客を魅了

         梅津会館の布遊の作品 

  　　ひな人形やつるし雛を展示

茨城大学の高さん㊧と立教大の
菅宮さん㊨が働きながら市の魅
力あるプランを企画。里山ホテ
ル名物のヤギと一緒に
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木崎保育園でサッカー教室
ッカーたのしいなサ

電気自動車で電気ポットの湯を沸かす

3 月 7 日、旧瑞竜小でタイムカプセルの掘り起こし
が行われました。当日は 30 人ほどが参加し、一部では
同窓会のような雰囲気も。天候はあいにくの小雨模様
でしたが、タイムカプセルを無事に探し当て、自分の
手紙を手にして同級生と喜びを分かち合っていました。

旧瑞竜小でタイムカプセルの掘り起こし
4 年の時を超えて3

2 月 21 日から 3 月 22 日まで、西山の里桃源（新宿町）
において梅まつりが開催されました。園内の日本庭園に
は約 70 本ほどの紅白の梅が咲き誇り、イベント期間中
は、ひな飾り・つるし雛展示やミニコンサート、地元酒
蔵の新酒（荒ばしり）の試飲販売などがありました。

西山の里　桃源

の香りいっぱい梅

黄門さま？が地酒をＰＲ

3 月 6 日、木崎保育園で水戸ホーリーホックのコー
チの皆さんによる巡回指導が行われました。園児たち
は、本物のサッカーボールを使って、ドリブルやキッ
クを体験。ミニゲームではコーチ 2 人と園児たちが対
決！最後にはホーリーくんが登場し、みんな大喜びで
した。

水戸地方気象台の川上氏の講演

市民医療フォーラム

んについて考える　が 

早期発見、早期治療のために検診
を受けましょう

みんなでボールを取り返すぞ !ホーリーくん登場

3 月 7 日、生涯学習センターにおいてがんの終末医
療と在宅医療・介護の現状をテーマに市民医療フォー
ラムが開催されました。満員の会場の中、4 人の専門
医と看護師が、医療の最新情報や定期検診の重要性に
ついて講演しました。

B&G 会長杯屋内ゲートボール

加者同士親睦を図る参
2 月 24 日から 26 日まで水府海洋センター体育館に

おいて B&G 会長杯屋内ゲートボール大会が開催されま
した。この大会では、冬季の高齢者の健康づくりや日
ごろの運動習慣づくりを推進するため毎年開催。参加
者は、競技の合間
に休憩をとりなが
ら元気いっぱい楽
しみました。

真剣にショット

3 月１日、市生涯学習センターにおいて 市民環境会
議主催の環境フォーラムが開催されました。会場では、
電気自動車展示・試乗会や団体等による環境活動発表
をはじめ、水戸地方気象台の川上正志氏による講演な
どが行われ、参加者は環境やエネルギーの大切さにつ
いて学びました。

環境フォ ーラム

境の大切さを学ぶ環
将来の自分についての作文を発見昭和 56 年の卒業時に埋めたタイ

ムカプセル
咲き誇る梅が訪れる方を楽しませ
た
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　太田二高

至  天神林町

山
吹
運
動
公
園

源
氏
川

西
バ
イ
パ
ス

市役所
税務署

太田中

国
交
省

桃源

　図書館

トイレ

トイレ

トイレ

トイレ(瑞龍山P）

バ
イ
パ
ス

トイレ

タコ公園

西山公園③

佐竹高①

源氏川

里
川

旌桜寺

瑞桜

⑥

太田一高

コンビニ

②

至　磯部町

至 下大門町

スタート・ゴール
常陸太田駅

機初小

のぞみ幼稚園

鐙川

④

⑤

⑦

⑧

⑨

至 常福地町

至 大平町

至 小沢町

至 岡田町

（総合福祉会館）

田渡堰 

四季折々の花が咲
き、一年を通じて
楽しめる

太田一高

西山公園

校庭の真ん中に
樹 齢 約 80 年 を
誇る「瑞桜」と
名付けられたソ
メイヨシノ

ボランティアに
よ り 管 理 さ れ、
シダレザクラの
ほかにスイセン
も見られる

桜のトンネルが新入生を祝福
するように咲き誇る

源氏川

佐竹高

瑞
ずいおう

桜（常陸太田特別支援学校）

市内の自然・史跡や特産品なども交えて見所をお伝えしながら、地元の身近な
ウォーキングコースを紹介していきます。地元の意外と知られていない名所や
素晴らしい自然、見所を巡りながら、皆さんもぜひ歩いてみませんか。

市内の自然・史跡や特産品なども交えて見所をお伝えしながら、地元の身近な
ウォーキングコースを紹介していきます。地元の意外と知られていない名所や
素晴らしい自然、見所を巡りながら、皆さんもぜひ歩いてみませんか。

市内の自然・史跡や特産品なども交えて見所をお伝えしながら、地元の身近な
ウォーキングコースを紹介していきます。地元の意外と知られていない名所や
素晴らしい自然、見所を巡りながら、皆さんもぜひ歩いてみませんか。

市内の自然・史跡や特産品なども交えて見どころをお伝えしながら、地元
の身近なウォーキングコースを紹介していきます。地元の意外と知られて
いない名所や素晴らしい自然を巡りながら、皆さんも歩いてみませんか。ひたちおおた

て　て　ウォークく　���く   
文化課エコミュージアム推進室（☎72-3201）

✿
✿

✿✿

✿✿✿

✿

✿

✿
✿✿

✿
✿✿

✿
✿✿

✿

✿
✿

✿
✿

✿ ✿
✿

✿

✿

㊼

今回は
「サイクリング版」

旌
せいおうじ

桜寺（旗桜）

雌しべが竿についた旗の
ように、花の真ん中に突
き出ている珍しい桜

機初小

川 に 近 く 風
が 吹 き や す
い と こ ろ に
あ る た め、
桜 吹 雪 が 美
しい

のぞみ幼稚園

元機初小に咲く

遊歩道に整備された桜。近く
には通称タコ公園（駅南第二
児童公園）があり、タコの滑
り台は子どもに人気

【観光案内センター】
営業時間　午前 9 時～午後 5 時
貸出台数　３台　
利用料金　１台　300 円（4 時間）
☎ 0294-73-1700

↑ 携帯電話からの位
置 情 報 は こ ち ら

（総合福祉会館）

← 観 光 セ ン タ ー
（ レ ン タ サ イ ク

ル）の情報はこ
ちら

レンタサイクルを
借りてスタート

　今回は、初めての企画としてサイクリングで桜の名所を巡ります。スタート地点のＪＲ常陸太田駅に隣接する観
光案内センターで電動アシスト付自転車を借りて出発。まずは住宅地を抜けて田園の中を通り佐竹高へ向かい、そ
の後は源氏川まで戻り北上します。1,500 本の桜がある西山公園を楽しみ、鯨ケ丘を越えて瑞竜地区へ。後半は里
川沿いを南下。源氏川や里川付近には、桜のほかにも菜の花の黄色いじゅうたんがいっぱいに広がり、春を感じる
ことができます。

推 定 樹 齢 約
100 年のソメ
イヨシノ

距離：約18km   所要時間：約3時間 桜をめぐるサイクリングコース桜をめぐるサイクリングコース

※ この春は、新校舎建設工事
のため見ることができません 田渡堰では、市の鳥「カワ

セミ」に出合えるかも

①

②

③

④�
⑤�

⑦

⑧

⑨

⑥

鐙
あぶみがわ

川
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入 社 し て 6 年 に な り ま す。

「地元にもどり就職をしたい」

と思い、埼玉で就職活動をし

ていたとき、川口市の鋳造工

場が常陸太田市へ移転すると

知って入社。2 年前には、ハ

イテクパーク金砂郷工業団地に新工場が完成しました。会社では、1 日の

仕事を管理する工程管理部門に所属しています。鋳物は、発注から製品

の完成まで 4 ～ 5 週間かかります。その間、鋳造方案（どのように製造

するか設計作業）や模型管理、注湯（型に溶けた金属を流し込む）作業な

ど約 10 工程の作業を行い、製品を仕上げています。各担当部門に作業工

程を指示し、作業員がスムーズに働く

環境を整え、高品質の鋳造製品を与えられた期間内に仕上げられるか

が腕の見せどころです。入社した頃は、自分が鋳造方案したものが製

品にならなく落ち込んだときもありましたが、製品がお客様の工場で

稼働しているのを見ると非常にやりがいを感じます。まだまだ勉強中

の身ですが、少しでもよい製品を提供し、将来は鋳造技能士の試験に

も挑戦していきたいです。若い社員が多く活気がある職場なので私も

頑張っていきたいと思います。

髙 木 恭 さん

takagi kyouhei

常陸太田で働く若者を応援!

グッジョブ!グッジョブ!
vol.1

平

サイクリング

県 ス ポ 少 本 部 創 立 50
周年優秀団表彰を受賞

バドミントン

ミニバスケット

No. １ オオタスポーツ 平成 27 年 4 月号

 

―
―
久
米
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の

活
動
内
容
は
？

　

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
、
ド
ッ

ジ
ボ
ー
ル
、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
な

ど
屋
内
ス
ポ
ー
ツ
全
般
。
ま
た

季
節
ご
と
の
イ
ベ
ン
ト
な
ど
も

行
っ
て
い
ま
す
。

―
―
〝
複
合
〟
の
魅
力
は
？

　

大
会
や
試
合
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
小
学
生
の
年
代
に
は
い
ろ

い
ろ
な
ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
む
こ

と
が
大
切
。
運
動
を
楽
し
み
な

が
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
可
能
性
を

見
出
し
て
い
っ
て
ほ
し
い
で
す

ね
。

スポ少の原点がここに
久米スポーツ少年団

オ
オ
タ
ス
ポ
ー
ツ

オ
オ
タ
ス
ポ
ー
ツ

い
ろ
い
ろ
な
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
む
〝
複
合
種
目
型
〟

問 富永尚司さん ☎ 76‐1806 または会沢輪業☎ 76‐2325  メール kume.jsc.ht@gmail.com

昭
和
47
年
に
設
立
、
今
年
で
43
年
目
を
迎
え
る
「
久
米
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
」。

市
内
唯
一
の
〝
複
合
種
目
型
〟
の
こ
の
少
年
団
で
、
長
年
子
ど
も
た
ち
の
指

導
に
当
た
っ
て
い
る
代
表
の
富
永
尚
司
さ
ん
に
話
を
聞
き
ま
し
た
。

―
―
少
子
化
の
時
代
で
す
が
今

の
団
員
の
状
況
は
？

　

つ
い
６
～
７
年
前
ま
で
は
60

人
く
ら
い
で
し
た
が
、
現
在
は

10
人
ほ
ど
で
す
。
全
国
的
に
み

る
と
サ
ッ
カ
ー
・
野
球
の
次
に

複
合
の
団
員
数
が
多
い
ん
で
す

よ
。

―
―
活
動
日
時
や
場
所
は
？

　

土
・
日
曜
の
い
ず
れ
か
週
１

回
、
午
前
９
時
～
11
時
30
分
、

久
米
小
体
育
館
で
す
。
小
学
生

か
ら
20
歳
ま
で
の
男
女
を
対
象

に
し
て
い
ま
す
。
興
味
の
あ
る

方
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

新
連
載
「
オ
オ
タ
ス
ポ
ー
ツ
」

で
は
、
ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
む
団

体
等
を
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。

（木崎一町）

取材協力：株式会社佐々木鋳工所
所在地：箕町 1075-12
従業員数：46 人（4 月 1 日現在）
職種：鋳造業

 問商工振興・企業誘致課（内線 622）



今月は「はすみ保育園」で～すはすみ保み保ははすは

4 月で１歳です！元気
に

すく
すく

茅根陽
は る き

希くん
4 月 4 日（和田町）

茅根桜
お う が

雅くん
4 月 4 日（上大門町）

卒園する年長さんが
ひとり 1 行ずつ心を
込めて書きました。
楽しい思い出がいっ
ぱい♪
すてきな１年生にな
るよ！！

※  4 月から新 1 年生になりま
した。

年長さん（きりん組ばらぐるーぷ）

そつえんのうた

お子さんの満１歳の記念に写真を掲載してみませ
んか。掲載希望の方は、任意の用紙に必要事項を
記入し、写真を添えてお申し込みください。

表紙に
よせて

県内でも有数の樹勢を誇るシダレザクラの巨木。その姿は盆栽のようにどの角度か
ら見てもビューティフル。樹齢は約 300 年。県の天然記念物に指定されています。

　◇�対象　市内に住所を有する平成 26 年 6 月生まれ
のお子さん（6 月号掲載分）

　��◇応募締切　5 月 11 日月
　�◇�必要事項　お子さんの氏名（ふりがな）・性別・

生年月日・住所、応募者（保護者）の氏名・電話
番号

　◇�その他　メールの場合は写真データを添付
の上、受信制限を解除してください（ＪＰ
ＥＧ形式で 3 ＭＢ以内）。応募された写真
は返却しませんのでご了承ください。

　申��問情報政策課広報広聴係（〒 313-8611 常
陸太田市金井町 3690 ／メールアドレス　
joho2@city.hitachiota.lg.jp ／ 内 線 303・
304）

泉福寺のシダレザクラ

里美生産物
直売所 里美ふれあい館

349

至福島県

看板

←ＱＲコードを読み取る
と、メールアドレスを表
示することができます。

江幡和
わ く

空くん
4 月 6 日（亀作町）

吉川朋
とも

くん
4 月 10 日（大平町）

中川晴
は る と

登くん
4 月 16 日（大里町）

萩谷 一
か ず ま

馬くん
4月12日（天神林町）

樋田紗
さ き

希ちゃん
4 月 7 日（磯部町）


